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※すがわらレポートは、定期的に

発行する気軽な県政報告です。 

 

復興元年。日本改新を埼玉から！ 
平成24年の幕開けに際し、心よりお慶び申し上げま

す。昨年は東日本大震災により被災した地域の復旧復

興、原発事故による被災拡大や風評被害の打撃、さらに

東北のサプライチェーン寸断、計画停電や電力不足、歴

史的な円高による産業空洞化、止まらないデフレ、雇用

不安等々、我が国は多くの困難に直面した一年でした。 

厳しい経済情勢ですが、今年はなにが何でも日本を再

生させる年です。中でも私たちの埼玉県政は、来年度か

らの「新5カ年計画」が3月議会で審議、議決した後にス

タートする予定です。多選自粛条例により、最後の任期

を務める上田県政の総決算として、新たな計画で様々な

プロジェクトが始まります。上田知事の3大公約である

エコタウンプロジェクト、ウーマノミクス、健康長寿プ

ロジェクトの推進をはじめ、八ツ場ダム、埼玉新都心

8-1A街区の医療拠点整備といった個別の大型事業も、し

っかり議論するべき課題です。限られた予算の中で、二

重行政などの無駄を省きつつ、教育、環境、医療、福祉、

危機管理防災、都市整備、警察などサービスの質を維持

向上させて参ります。また埼玉は地勢的にも、東北の玄

関口として大きな役割を担っております。復興需要を県

内の経済や雇用に繋げて、県民の経済を立て直すことも

大切です。 

私といたしましても、埼玉県の将来ビジョンを示した

公約集「埼玉県政改革八策」各分野による県政改革の推

進、そして戸田市と埼玉県の強力なパイプ役として、活

力ある埼玉県を築く若手政治家としての役割を果たし

て参ります。被災地の復興と埼玉の経済回復なくして日

本の再生なし。という気持ちで頑張って参りたいと思い

ます。 

私が所属する刷新の会としては、これまで通りに政党

や政局とは一線をおきつつ、県民党の立場で声なき声を

拾いあげ、政策本位で、埼玉県政の改革と刷新に力を注

いで参ります。また2月から3月にかけて招集される予算

特別委員会の中で、会派を代表して私が一問一答の議論

させて頂く機会をいただきました。１期生らしく、失敗

を恐れずに完全燃焼で挑みます。そして議員報酬20％カ

ットの継続や、定数削減等の議会改革をはじめ、行政の

スリム化、県内産業振興など、強い埼玉県の財政を築く

ための提言も継続して参ります。 

菅原文仁（すがわらふみひと） 【略歴】昭和５０年７月３０日 生まれ、３６歳 戸田市立美谷本小学校 美笹中学校 埼玉県立伊奈学園総合高校 日

本体育大学卒業（教員免許取得）明治大学大学院修了（公共政策学修士） 元社会体育会社(現NPO)代表 平成17年 1,993票を賜り市議会議員当選（第

２位）平成21年 4,143票を賜り市議会議員再当選（戸田市歴代１位）平成23年 16,350票を賜り県議会議員初当選（戸田市歴代１位）【所属】県議会

会派「刷新の会」（無所属を中心とした9名会派）幹事長代理 青年地方議員の会会員 若手政治家養成塾事務局長 戸田市体操協会会長 埼玉坂本龍

馬会幹事 【趣味】読書 史跡巡り Ｂ級グルメ探し【特技】バク転 のび太並みの早寝【座右の銘】上杉鷹山翁の「なせばなる、なさねばならぬ、

なにごとも」【家族】父、母、妻（昨年末に結婚しました）【夢】努力した人が報われる社会を実現すること！  

 

すがわら文仁の活動記録 
 

 
 

県政報告会 
１１月２３日（水） 

戸田市文化会館 3階 

当選以来初となる県政報告会

を開催。地元の方々をはじめ、

多くの市民の皆様にご参加い

ただき、県政の課題や政策につ

いてお話ししました。 

 
 

救う会署名活動 
１２月１１日（日） 

浦和駅西口 

北朝鮮に拉致された日本人を

救出する埼玉の会の署名活動

に参加。17名の拉致被害者、200

名の特定失踪者の救出のため、

北に対する圧力を求めてこれ

からも活動していきます。 

 
 

委員会質疑 
１２月１６日（金） 

企画財政常任委員会 

長年要望されていたパスポー

ト申請が戸田市に移管され、今

年 10 月より戸田市で行なわれ

ることになります。周知徹底と

二度手間防止について質問し、

提言しました。 

 
 

出初式と観閲 
１月８日（日） 

戸田市消防出初式 

震災以降、益々存在が重要にな

っている消防の役割。日頃から

市民の生命と財産をお守り下

さる消防関係の皆様に感謝と

労いの意をお伝えし、今年一年

の活躍を祈念しました。 

 
 

県内医療施設視察 
１月２４日（火） 

さいたま赤十字病院 

会派視察でさいたま赤十字病

院に来ました。建て替えの経緯

や課題など、様々な角度で質問

して、医療拠点整備の必要性を

改めて感じました。 

 

 



 

 

 

 

  

ところで、国会に目を向けますと、何も前に進まない

政治の停滞を見るにつけ、国家の将来を憂い、憤りを隠

せない日々が続いております。綱領すらない民主党の唯

一の中心軸だったマニフェストは破綻し、ブレる歴代総

理の判断で、原発事故対応、普天間問題、デフレ対策、

ＴＰＰなど、押し寄せる国家課題を治める事ができずに

混乱を招くばかりか、内部分裂と迷走を続けて政権にし

がみついています。また野党も野党で、一票の格差是正

や定数削減、公務員改革、財政再建、デフレ脱却、税と

社会保障の一体改革など、建設的、本質的な協議や議論

なしに、いたずらに政局に走っています。そうしている

間にも、国民の所得格差は開き、雇用も低迷、努力は報

われず、年金や社会保障は崩壊寸前という状況です。 

このような国民総不信状態において、ビジョンなき増

税を叫び、今そこにある課題に向き合わず、議員自らは

痛みを避ける。それで国民は納得するのでしょうか。私

は疑問です。なぜなら政治は「信なくば立たず」だと考

えているからです。嘘をつかない。約束は守る。過ちは

素直に謝る。相手の身になって考える。小学生でもわか

るような事です。与党も野党も、今は国民の信頼を取り

戻すために行動を起こす事が必要です。 

さいごに、私が大好きな故事で、日本書紀にも書かれ

る「民のかまど」を紹介します。 

ある時、仁徳天皇が高台にのぼって眺めると、家々か

ら煙が立っておらず、天皇は、民がかまどでの煮炊きに

も事欠いていると察しました。天皇はそれから三年間、

年貢を免除され、その間衣類も新調せず、住まいが荒れ

て雨漏りやすきま風が吹き込んでも修理すらしません

でした。そして３年が経過して、再び高台から眺めると、

炊事の煙があちこちの家から立っていました。それを見

て天皇は「私は豊かになった」とおっしゃいました。皇

后は「衣服には穴があき、屋根が破れているのに、なぜ

豊かになったといえるのですか」と聞くと「国家とは民

が本であり、その民が富んでいるのだから、我も富んだ

ということだ」と申されました。やがて人々が「宮殿は

朽ち壊れています。それに比べて国民は豊かになり、も

う年貢を納めさせてください。宮殿も修理してくださ

い」と願いましたが、天皇はさらに３年延長されました。

その後、人々は自発的に老人を助け、材料運びに精を出

し、競争して宮殿づくりに励み勤しみ、瞬く間に宮殿は

出来上がりました。それ以降、仁徳天皇は聖帝（ひじり

のみかど）と呼ばれたそうです。 

国民を思うリーダーの行動が信頼につながり、国家が

豊かになったこの逸話。高い徳に基づく仁の政治と、そ

れに応える国民の勤労。まさに我が国が誇るリーダー像

ではないでしょうか。こういった強く、公共心にあふれ

たリーダーに国民は希望を託していくのだと思います。 

今年は解散総選挙があると言われております。停滞を

止めるためにも、信頼を再構築するためにも、そんな覚

悟をもったリーダーの出現を期待しております。 

もちろん私も、若輩者ではありますが、理想の地方政

治の姿を追い続けて参る所存です。これからも子供にツ

ケをまわさない政治、そして初志貫徹の一念で、戸田市

民の代表として、改革を進めて参りますので、ご指導、

ご鞭撻をよろしくお願い申し上げます。 
平成二十四年 一月 

埼玉県議会議員 菅原文仁 

定例会の一般質問（その２） 
 

小児医療の充実 

Q．「＃８０００」の時間拡大について 

すがわらの質問・提言 保健医療部長 
埼玉県は核家族率 62.3％と日本一高く、18歳

未満がいる世帯の核家族割合が 82.5％という核

家族大県です。親の不安解消と救急医療の負担

軽減のため、小児救急電話相談事業、通称「♯

8000」事業は好評です。 

「♯8000」は、保護者が休日と夜間、急な子

どもの病気に対して、受診すべきかを電話で医

師や看護師に相談するもので、埼玉県では、月

曜日から土曜日までは（19 時～23 時）、日曜・

祭日・年末年始は（9 時～23 時）まで受付けて

います。平成 19年の事業開始以降、相談件数は

増加の一途で、20年の約 23,000件から 22年に

は約 31,000件まで増加しています。 

平成 22 年度の 1 日当たりの相談件数は約 86

件、毎日電話が鳴りやまない状況です。利用者

からは「電話が繋がらない、時間帯を深夜にし

て欲しい」という要望が多くあります。また一

方、近年の救急出動件数も増加の一途であり、

平成 22 年度に過去最高 288,689 件（前年比＋

9.6％増）出動抑制と医療の質確保は喫緊の課題

です。（8 割は軽微な症状といわれる）そこで、

子育て世代の要望に応え、不必要な緊急救急医

療を減らすためにも、相談時間を深夜 23時から

朝までの時間帯に延長してはどうでしょうか。 

「♯8000」の深夜相談事業は、大阪府、福島

県、青森県など多くの府県で行っております。

ぜひ埼玉県でも実現していただきたいと思いま

す。保健医療部長にお伺いします。 

 小児救急電話相談

「＃8000」は、埼玉

県看護協会に委託し

実施しており、小児

医療に精通した経験

豊富な看護師が相談

に対応しています。 

 平成 22 年度は

31,000 件を超える相

談があり、夜間の相

談の約 6 割が午後 7

時から 9 時までの時

間に行われておりま

す。 

 相談の約 4 分の 3

は自宅での対応が可

能な内容であり、軽

症患者の集中で疲弊

する小児救急病院の

負担軽減や保護者の

不安解消につながっ

ております。午後 11

時以降への相談時間

の拡大につきまして

は、利用者ニーズや、

他県の相談体制、件

数などの状況を調査

し、検討します。 

【すがわらの視点】 
深夜の相談体制充実は、ただ単に行政サービスを拡大せよ、とい

うものではなく、今の救急医療の危機的状況を改善し、コンビニ

化を防ぐ教育的な意義もあろうと思います。埼玉県の場合は相談

員が皆有資格者などの経験者で質も良いので、そのノウハウを人

員拡大に役立てて時間帯を拡大させれば、いざという時に的確な

アドバイスにより安心できる相談体制が整うと思います。これか

らも他会派と連携して積極的に取り組みます。 
 

教育問題 

Q．中高一貫教育の推進について 
すがわらの質問・提言 教育長の答弁 

 埼玉県では平成 15 年から中高一

貫教育を導入し、私の母校伊奈学園

総合高校と小鹿野高校では、今年 3

期生が卒業しました。 

 「中高一貫教育第１期生に係る調

査結果について」のアンケートによ

れば、親子とも大変高評価であり、

成果が現れていると率直に感じま

した。中高一貫校拡大は、これまで

の経緯の中で慎重に検討されてい

る現状もありますが、結論を出して

推進していくべきではないでしょ

うか。併設、連携のそれぞれの良さ

を生かし、せめて東西南北の地域に

連続性のある教育環境をつくって

いただきたいと考えます。 

教育長のご見解をお伺いします。 

 本県で中高一貫校を導入して

から、来年度 10年目を迎えます。

中高一貫校の設置に当たっては、

平成 14 年 6 月定例会における附

帯決議で「試行的・モデル的に限

定すべきもので、効果や成果を十

分に検証するなど、慎重な対応が

求められる」とされております。 

 そこで、今年度、中高一貫教育

の成果と課題について検証を行

うため、学識経験者や産業界の代

表など外部の方を含む「中高一貫

教育検証会議」を立ち上げたとこ

ろでございます。今後は、会議の

検証結果を受けた上で、中高一貫

校の在り方について判断してま

いります。 

【すがわらの視点】 

埼玉県の中高一貫教育は、平成 14 年の県議会の付帯決議という

「呪縛」によって他県に大幅な遅れを取っています。6 年間の一

貫した教育課程と学習環境を作る事により、例えば最終学年は受

験対策に特化して授業に取り組むなど、個性を活かしながらも合

理的で効果的な学習を進める事が期待できます。賛否ある中高一

貫教育ですが、私は、教育の機会均等と生徒の教育環境の選択肢

を増やすためにも推進すべきと考えます。 



 

 

  

 

すがわらの質問・提言 上田知事の答弁 

これを県外の大学にお願いして特別地域

枠を設定してはいかがでしょうか。つまり医

学生を外から獲得するということです。 

例えば、東京医科歯科大学は長野県に 2

人、茨城県に 2人特別地域枠を設定しており

ます。茨城県は、平成 24 年度に県内 9 名の

地域枠以外に、県外の大学に 11 名の地域枠

を設定し、計 20 名を獲得する動きです。埼

玉県もまずは今年度茨城県並みに 20 名を目

指していかれたらいかがでしょうか。 

そして、長期的な「戦略」として、埼玉県

に医大を創出することです。 

知事は、県立医大の設置についてイニシャ

ルコストで 700 億円、ランニングコストで

65 億円程度の投資が必要という見解を示さ

れました。確かにこれは高い買い物です。た

だし、700 万県民全員で 10 年間かけて負担

したら、ひと月の県民一人あたりの負担は約

90 円です。また優良な納税者である医師を

含め 1,300名の雇用も確保できます。県立医

大の設置を推進すべきと考えますがいかが

でしょうか。 

また、県立医科大学の設置が（制度の問題

等で）難しいのであれば、代替案として現在

医学部を持つ大学を誘致することや、新設の

私立医大を含めた私大の誘致を検討するこ

とも考えられます。そういった、あらゆる可

能性を捉えて、この医師不足解消を検討をし

ていただきたいのですが、知事のご見解をお

伺いします。 

次に、埼玉県に医大を

創設することについてで

す。現在、国は医学部新

設を認めておりません

が、検討会を設けて医学

部新設についての議論を

している最中です。早急

にそうした結論が出るか

どうかまだ分かりませ

ん。ただ県議会でのご指

摘も挙がってきておりま

すので、昨年度から医学

部新設の可能性について

の検討を始めたところで

す。医学部新設について

は課題を整理した上で、

国の動向もしっかり踏ま

えて、その可能性につい

て検討していきたいと思

います。 

議員お話しの県立大学

医学部の代替案ですが、

国が医学部新設を認めて

いない段階ですので、医

学部が無い大学の誘致は

なかなか実現が難しいの

かなと思います。 

しかし、既存の私立大

学医学部を誘致すること

は可能なアイデアである

かと。このように思いま

す。 

 
※朝日新聞記事 

 

【すがわらの視点】 

医療分野の政策は何と言っても

国が動かないことには動きが取

れないというのも事実です。し

かし、だからと言って手をこま

ねいていては、県民の生命と財

産を守る私たちの責任は果たせ

ないと思っています。埼玉県は

高齢者の増加率が全国一位でも

あり、20年後の医療を想像する

と、本当に心配になります。今、

我々が死に物狂いで医療を充実

させなければならない、という

思いで医療の量と質の確保を考

えていこうと思う。 

医療環境の充実 

Q．全国最下位の医師不足解消の取り組みについて 

すがわらの質問・提言 上田知事の答弁 
埼玉県の人口 10 万人当たりの医療従事者

の数は 139.9人（対人口比で全国最下位）で

す、また極端な医師の地域偏在は特に課題に

なっております。 

※図１に示しているように、全国平均の人

口当たりの医師数に比較して、従事者数で見

ても、ほぼ無医村の東秩父村はじめ、１０分

の１以下、４分の１程度の自治体が数多くあ

ります。 

 
※図１医師の地域偏在（すがわら作成） 

そこで、県内に医大を増やす事が出来れ

ば、医師は増加するはずです。それを実証で

きるかどうか、人口１０万人当たりの医学部

の定員数をＸ軸に置きまして、Ｙ軸には人口

10 万人当たりの医師数、医学部定員と医師

数を調べて、相関関係があるか※図２を作り

ました。 

 
※図２医師数と医大生の相関関係（すがわら作成） 

この２つの相関を見ますと、0.354という

相関係数が導かれます。私は無視できない相

関が導かれたと思っております。埼玉県は医

学部の定員が一番尐なく、医師数が一番尐な

いので、左の一番下に位置しております。仮

に下位５県で相関係数を導きますと、さらに

数値は上がります。つまり、県内に医学生を

増やせば医師が増えるという、ある程度の相

関が認められるのではないでしょうか。他に

も、埼玉県は医師の地元高校出身率 10.8％

と全国の平均の 3分の 1程度です。これも医

師の定着を阻害する要因になっています。 

 さて、そこで私は短期、中期、そして長期

の３つの提案をいたします。 

 まず、短期的な「作戦」として、医師の働

く環境を徹底的に良くすることです。 

勤務医の労働環境は大変劣悪であり、埼玉

県医師会の調査では週 59 時間以上働く勤務

医が 40％以上もおり、勤務医は当直もあり、

過酷な労働です。勤務医が働く環境をさらに

改善して、埼玉で医療をやりたいと思える環

境づくりを徹底すべきだと思います。さら

に、医師が働きたいと思うような、意欲をか

き立てるような高度かつ専門的な医療を導

入することも重要です。 

 次に、中期的な「戦術」として、県外地域

の医大に地域枠を拡大することです。地域枠

とは、地域医療を担う医師を確保するために

医大に特別な定員枠を設ける制度のことで

すが、現在埼玉県の地域枠は、県内唯一の医

大である埼玉医大の 10名だけです。 

 今、菅原議員から医師不

足の解消に向けた多くの

ご提案をいただきまし

た。 

 まず、「労働条件の緩和

と同時に高度・専門的な

医療の導入により医師の

誘因を図れないか」のご

提案ですが、全くそのと

おりです。まさしく、質

の高い医療を提供した

り、多様な症例、そうし

たものを学ぶことができ

る病院に医師は集まりま

す。そして、通勤可能な

便利なところにどうして

も医師は集まる傾向にあ

ります。ゆえに、よりロ

ーカルな所に医師が行か

ない。従って、自治医科

大学ができて、一定程度

の期間を強制的に地域に

入るというような仕組み

も出来上がったところで

す。今回の小児医療セン

ターとさいたま赤十字病

院のさいたま新都心への

立地構想も、そうした優

秀な医師の皆さんを集め

るというのでしょうか、

引き留める、あるいは新

たに誘い込むという、言

葉が適切かどうかは分か

りませんが、そういう意

味合いもないことはあり

ません。このほか、小児

科医や産科医への分娩手

当に対する補助を行った

り、処遇改善をそれぞれ

細かくやっているところ

ですが、それでも、苦戦

が続いているという、こ

ういう状況でございます

ので、ご提案をさらに生

かすようにしっかりと取

り組んでいきたいと思っ

ております。 

 次に、大学医学部への地

域枠の設定についてであ

りますが、県では平成 22

年度の 5 人から今年度は

10 人へと枠を拡大してい

ます。ご提案の県外大学

への地域枠の設定につい

ては、地域枠は既にすべ

ての都道府県で設定され

ておりますので、大学の

定員拡大そのものにも限

界がありますから、今後

新たに要請をしていくの

は基本的には難しいのか

なというふうに思ってお

ります。今後、県外の医

学部に進学する本県出身

の学生に対して手厚い奨

学金などを与えることで

引き留めるというような

方法もあるのか、こんな

研究もしなければいけな

いのかというふうに今考

えているところです。 

 

 

会派の動向 
 

【刷新の会が提出した意見書】 

意見書の要旨 結果 
デフレ不況時の増税に反対する意見書 不採択 

増税ありきの社会保障制度改革に反対する意見書 不採択 

我が国の歴史と伝統を重視した皇室典範の議論を求める意見書 不採択 

※太字はすがわらが発案・作成した意見書です。 
 

【一般質問】 
我が会派からは、石田昇議員（旧鳩ケ谷）と井上航議員（和光

市）が登壇し、帰宅困難者対策について「交通事業者への協力要

請や企業への備蓄などの対策を盛り込んだ条例づくりを」と提言

し、執行部から「実行性のある条例制定に向け検討を進める」と

答弁がありました。また知事の公約、ウーマノミクスについて「県

庁内の推進体制強化と経済効果を計る指標を設定すべき」と提言

し「組織作りと実態を反映できる測定方法を検討していく」旨の

答弁をいただきました。今後とも引き続き、議会改革に全力で取

り組み、県民の皆さまにとって県政が身近なものとなるように全

員野球で取り組みます。 



 議決した主な議案 
 

【議会提出議案の主な概要】 

議 

38 

号 

埼玉県私立学校助成審議会条例 

私立学校に対する助成の更なる適正化及び効率化を図るため、知

事の附属機関として、埼玉県私立学校助成審議会を設置するため

の条例です 

意

見

書 

○サイバー攻撃に対する情報セキュリティ対策の強化を求める

意見書 

○原子力発電所の警備に関する意見書 

○医療費助成制度の現物給付に伴う国庫負担金減額措置の廃止

等を求める意見書 

○障害者総合福祉法(仮称)の早期制定を求める意見書 

○災害に強い日本の構築に向けた社会資本整備を求める意見書 

○防災会議に女性の視点を取り入れることを求める意見書 

○父子家庭に対する支援の充実を求める意見書  

○ＴＰＰ交渉への拙速な参加表明に抗議し、十分な協議を求める

意見書 

◎朝鮮高級学校授業料無償化審査手続き再開の撤回を求める意

見書（9月議会で刷新が提出したが没になったもの） 
 

【知事提出議案の主な概要】 

109 

号 

平成２２年度埼玉県の一般会計及び特別会計決算の認定 

[一般会計] 

  前年比 

歳入総額 1兆 6915億 8377万円 △3.7% 

歳出総額 1兆 6818億 310万円 △3.8% 

差引額 97億 8067万円 +8.9% 

実質収支※ 48億 2798万円 +15.2% 
 

[特別会計] 
（埼玉県公債費特会、埼玉県証紙特会、埼玉県市町村振興事業特会、埼玉県災害救助

事業特会、埼玉県母子寡婦福祉資金特会、埼玉県小規模企業者等設備導入資金特会、

埼玉県農業改良資金特会、埼玉県林業・木材産業改善資金特会、本田静六博士育英事

業特会、埼玉県用地事業特会、埼玉県県営住宅事業特会、埼玉県高等学校等奨学金事

業特会、埼玉県公営競技事業特会） 

 特別会計の合計（１３特会） 

歳入合計 4654億 3674万円 

歳出合計 4569億 3586万円 

差引額計 85億 88万円 

実質収支計 72億 8134万円 

※翌年度繰越し等を除いた実質的な収支のこと 
 

【平成 22年度決算に対するすがわらの意見】 
平成 22 年度は、歳入総額、歳出総額とも３年ぶりに前年度を下

回り、実質収支は４８億円の黒字となりましたが、県税収入は個

人所得の減尐により個人県民税が減収になるなど、３年連続で減

収の状況です。また、県の借金である県債発行額は５年ぶりに前

年度を下回り、県でコントロールできる県債残高は８年連続で減

尐したものの、臨時財政対策債は増加する事となり、引き続き厳

しい財政運営が余儀なくされる状況です。23年度の決算は大震災

の影響も大きくなりそうです。そもそも決算とは、納税者へのア

カウンタビリティ（会計説明責任）とともに、戦略的、効果的な

次年度予算への材料です。決算と予算を有機的につなげ、より有

効な税の予算配分により、無駄を尐しでも無くす事を進めていく

という基本姿勢で、深く掘り下げた予算への提言を行なっていき

たいと思います。 

113 

号 

平成２３年度埼玉県一般会計補正予算 

補正予算額→    ＋41億 4934万円 

予算額累計→  1兆 7065億 5442万円 

主な事業 

○地域医療再生基金積立金（保健医療部）41億 1308万円 

→国の地域医療再生臨時特例交付金を受入れ、地域再生基金に積

立てる事業。 

○災害医療体制整備費（保健医療部）3285万円 

→災害拠点病院、災害派遣医療チーム（DMAT）に、災害設備とし

て衛星携帯電話等を整備する事業。 

115 

号 

知事の権限に属する事務処理の特例に関する条例の一部

を改正する条例 

県から戸田市への権限移譲により、今年１０月から戸田市でパス

ポートの申請受理、受付ができるようになります。 

118 

号 

埼玉県自転車の安全な利用の促進に関する条例 

歩行者、自転車及び自動車等が安全に通行し、県民が安心して暮

らせる地域社会の実現に寄与するための条例です。（4月施行） 
 

市内空間放射線量の速報 
【戸田市の除染基準】 戸田市では、１時間あたりの放射線量の基準を、０．２３マ

イクロシーベルトと定めております。測定結果が０．２３μSv/時を超えた地点につ

いては、速やかに除染作業を実施しています。（戸田市 HP より抜粋） 

【市内の公園】※お問い合わせは戸田市役所まで。441-1800 

 
※測定高さ100cm 

 

 

測定場所 測定位置 
測定値[μSv/時］  

測定場所 測定位置 
測定値[μSv/時］ 

5cm 50cm  5cm 50cm 

後第一公園 
公園中央 0.070 0.071  笹目南公園 公園中央 0.084 0.078 

砂場 0.104 0.093  笹目南 

さくら公園 

公園中央 0.076 0.074 

後第二公園 
公園中央 0.098 0.095  砂場 0.114 0.100 

砂場 0.096 0.089  南根木橋 

児童遊園地 

公園中央 0.092 0.085 

立野際公園 
公園中央 0.088 0.086  砂場 0.095 0.085 

砂場 0.095 0.093  
根木橋公園 

公園中央 0.067 0.064 

喜沢第二公園 公園中央 0.073 0.071  砂場 0.089 0.092 

喜沢2丁目 

児童遊園地 

公園中央 0.076 0.077  
圃中公園 

公園中央 0.077 0.075 

砂場 0.094 0.092  砂場 0.089 0.081 

喜沢2丁目 

児童公園 

公園中央 0.088 0.079  笹目1丁目 

児童遊園地 

公園中央 0.076 0.078 

砂場 0.079 0.076  砂場 0.098 0.094 

喜沢第一公園 公園中央 0.083 0.078  
惣右衛門公園 

公園中央 0.088 0.084 

中町公園 
公園中央 0.099 0.076  砂場 0.095 0.092 

砂場 0.085 0.084  
谷口公園 

公園中央 0.082 0.075 

氷川公園 
公園中央 0.072 0.074  砂場 0.084 0.080 

砂場 0.085 0.080  
山宮公園 

公園中央 0.086 0.079 

下戸田1丁目 

児童公園 

公園中央 0.072 0.069  砂場 0.080 0.082 

砂場 0.074 0.065  
谷口北公園 

公園中央 0.119 0.110 

下戸田第二公園 公園中央 0.084 0.084  砂場 0.087 0.084 

上町第一公園 
公園中央 0.100 0.098  

山宮北公園 
公園中央 0.069 0.070 

砂場 0.087 0.084  砂場 0.085 0.083 

上町第二公園 
公園中央 0.094 0.087  

砂場公園 
公園中央 0.093 0.088 

砂場 0.099 0.087  砂場 0.075 0.077 

荒井前公園 
公園中央 0.127 0.113  北部公園 野球場中央 0.087 0.072※ 

砂場 0.078 0.077  
藪雨公園 

公園中央 0.083 0.075 

喜沢南公園 
公園中央 0.074 0.080  砂場 0.081 0.078 

砂場 0.103 0.097  
新田公園 

公園中央 0.068 0.069 

喜沢南 

児童遊園地 

公園中央 0.109 0.097  砂場 0.120 0.106 

砂場 0.103 0.102  
美女木公園 

公園中央 0.073 0.068 

中町2丁目 

児童遊園地 

公園中央 0.084 0.082  砂場 0.087 0.086 

砂場 0.091 0.088  
外仲田公園 

公園中央 0.065 0.062 

こぶし公園 
公園中央 0.083 0.087  砂場 0.075 0.076 

砂場 0.087 0.085  
重瀬公園 

公園中央 0.062 0.060 

川岸公園 
公園中央 0.100 0.098  砂場 0.094 0.084 

砂場 0.105 0.091  向田児童遊園地 公園中央 0.078 0.072 

下前公園 
公園中央 0.083 0.079  

番匠免公園 
公園中央 0.056 0.055 

砂場 0.082 0.078  砂場 0.076 0.075 

後谷第一公園 
公園中央 0.111 0.107  

堀之内公園 
公園中央 0.058 0.061 

砂場 0.090 0.093  砂場 0.071 0.070 

後谷第二公園 
公園中央 0.066 0.070  

修行目公園 
公園中央 0.063 0.066 

砂場 0.088 0.087  砂場 0.096 0.094 

元蕨第一公園 
公園中央 0.058 0.065  

美笹公園 
公園中央 0.088 0.088 

砂場 0.076 0.074  砂場 0.086 0.087 

元蕨第二公園 
公園中央 0.068 0.072  

天王公園 
公園中央 0.058 0.061 

砂場 0.101 0.094  砂場 0.088 0.087 

後谷児童遊園地 
公園中央 0.070 0.075  天王さくら広場 広場中央 0.087 0.076 

砂場 0.123 0.106  
野竹公園 

公園中央 0.074 0.076 

東町公園 
公園中央 0.074 0.070  砂場 0.094 0.088 

砂場 0.097 0.099  笹目公園 野球場中央 0.081 0.068 

鍛冶谷町公園 
公園中央 0.070 0.072  

下町公園 
公園中央 0.100 0.092 

砂場 0.095 0.088  砂場 0.083 0.084 

本町1丁目児童遊園地 公園中央 0.078 0.074  
夏浜公園 

公園中央 0.067 0.067 

本町4丁目 

児童遊園地 

公園中央 0.084 0.075  砂場 0.073 0.073 

砂場 0.100 0.089  
早瀬公園 

公園中央 0.069 0.067 

戸田橋親水公園 公園中央 0.114 0.105  砂場 0.081 0.072 

上前公園 
公園中央 0.061 0.062  住民広場 公園中央 0.076 0.071 

砂場 0.091 0.085  
彩湖道満 

ｸﾞﾘｰﾝﾊﾟー ｸ 

ｿﾌﾄﾎﾞー ﾙ場 0.106 0.104 

南町児童公園 
公園中央 0.079 0.070  中心広場 0.074 0.076 

砂場 0.092 0.076  ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ広場 0.078 0.076 

菖蒲遊園地 公園中央 0.078 0.078  

中町多目的広場 

広場中央 0.078 0.077 

本村公園 
公園中央 0.079 0.073  雨水桝(北西角) 0.063 - 

砂場 0.100 0.094  水飲み場前桝 0.077 - 

馬場 

ふれあい公園 

公園中央 0.061 0.061  U字溝(南西角) 0.096 - 

砂場 0.098 0.092  入口ｽﾛｰﾌﾟ脇 0.075 - 

馬場公園 公園中央 0.069 0.068  U字溝(南東角) 0.091 - 

新曽南 

児童遊園地 

公園中央 0.110 0.107  雨水桝(北東角) 0.071 - 

砂場 0.079 0.082  ﾊﾟー ｺ゙ﾗ付ﾍﾝ゙ﾁ脇 0.086 - 

けやき公園 
公園中央 0.075 0.076  

上戸田 

ふれあい広場 

雨水桝(北東側) 0.107 - 

砂場 0.085 0.079  雨水桝(北西側) 0.087 - 

氷川町2丁目 

児童遊園地 

公園中央 0.075 0.075  水飲み場 0.118 - 

砂場 0.094 0.092  雨どい 0.113 - 

新田口公園 
公園中央 0.088 0.083  安全ｽﾃｰｼｮﾝ 0.096 - 

砂場 0.091 0.086  広場中央 0.100 - 

新曽柳原 

児童遊園地 

公園中央 0.111 0.100  

青少年の広場 

広場南西角(溝) 0.085 - 

砂場 0.080 0.077  広場南東角(溝) 0.066 - 

緑地公園 公園中央 0.074 0.075  広場中央 0.070 0.058 

第三号市民緑地 公園中央 0.072 0.075  
戸田公園 

管理事務所前 0.089 0.074※ 

新曽北町 

児童遊園地 

公園中央 0.073 0.072  高台広場 0.094 0.092 

砂場 0.089 0.083  

荒川河川敷 

競艇場南側土手上 0.105 0.081※ 

芦原たんぼ公園 
公園中央 0.065 0.075  荒川運動公園野球場中央 0.094 0.078※ 

砂場 0.087 0.086  漕艇場南側土手上 0.117 0.093※ 

早瀬児童遊園地 公園中央 0.089 0.077  漕艇場南側土手下 0.091 0.078※ 

早瀬東公園 
公園中央 0.081 0.074  ﾔﾏﾄ運輸南側土手上 0.123 0.107※ 

砂場 0.089 0.086  川岸運動公園 0.155 0.104※ 


